
予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　新　博物館環境整備事業費（長寿命化以外）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　岐阜県博物館　総務部管理調整　電話番号：0575-28-3111（内250 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：ｃ21804＠pref.gifu.jp 

　　
１　事業費　　12,306千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産

収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	12,306
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,306

	決定額
	2,404
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,404


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）

中世・近世エリアの改修について
現在、常設の人文展示室において、岐阜県の中世・近世展示エリアを設け、網羅的に資料を展示し観覧者へ学習の場を提供している。しかし、経年による展示内容の陳腐化や機器の故障などにより魅力が低下している。
関ヶ原合戦については、近年、県民の関心が大きく高まりつつあるが、現在の展示は網羅的なため、関ヶ原合戦に関心を持って来館された観覧者に対し学習情報の十分な提示ができていない。
そこで、令和２年に開館する関ケ原古戦場記念館との相乗効果をねらい、人文展示室常設展の中世・近世展示エリアの充実を図る。改修にあたっては、収蔵資料及び現行設備を最大限活用する。
デジタルサイネージの導入について
当館は、大画面モニターによる案内機器を有していないため、来県者への案内、情報提供は掲示、放送、対面で行っている。新たにデジタルサイネージを導入し、わかり易い案内と幅広い情報発信で利便性の向上を図る。
（２）事業内容
○関ヶ原合戦開設コンテンツの更新
故障中の戦国武将らの映像解説を撤去し、関ヶ原合戦に至る流れを紹介するコンテンツを新設する。静止画を連続して流すことができるモニター（デジタルフォトフレームのようなもの）を設置し、関ヶ原合戦の前１ヶ月にわたり美濃平野の各地で繰り広げられた戦いについて、武将らの動きなどを時系列で示す。

○関ケ原合戦関連資料展示コーナーの設置
　エアタイト高透過ガラスの独立ケース（傾斜型ケース:幅1800mm）（エアタイトケースは気密性が高く、虫や花粉･胞子などの侵入を防ぎ、湿度の変化を抑える）を新規に設置し、関ヶ原合戦をはじめとする戦国時代に関わる収蔵資料及び新規購入資料を展示する。

○関ヶ原合戦に関連した戦国武将などの錦絵資料の購入          　　               　　　
武将に関する錦絵は、来館者のイメージを醸成するうえで貴重なものである。これら資料を購入し、関ケ原合戦等の理解を深める展示に供したい。

○刀剣体験ケース
　館蔵刀を実際に持ち上げる体験ができるようにする。
○織田信長美濃侵攻パネルの設置
美濃の戦国時代を特徴づける織田信長の美濃侵攻について、それを紹介するコーナーの充実を図るため、紹介パネルを新設する。

○篠脇城模型背景イラストの改修
岐阜県の中世城館を代表する篠脇城の特徴である畝状空堀群を表現した内容に改める。
○デジタルサイネージの導入
　　博物館の施設案内、イベントスケジュールや県営文化施設を紹介するデジタルサイネージを導入し、来館者に幅広い情報提供を行う。また、動画展示を行う媒体として活用するほか、講演会、研修のプレゼンテーションツールとしても利用する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　県単独事業として実施
（４）類似事業の有無

　　　無

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託費
	7,901
	中世・近世エリアの改修

	備品購入費
	4,405
	デジタルサイネージの導入

	合計
	12,306
	


	　決定額の考え方　

  展示資料の購入に関連するものについては、既存の展示資料購入費で順次対応することとし、計上を見送ります。



４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ

・老朽化・故障に対応する設備の維持管理。
・常設展示の更新により、研究動向、社会的なニーズ（関ケ原古戦場記念館オープン、岐阜が舞台となる大河ドラマ放映による岐阜の戦国時代に対する全国的な関心の高揚）を反映させる。
・関ヶ原合戦について決戦に至るまでの動きを紹介することで、関ケ原古戦場記念館と補完しあいながら連携を図る。
・デジタルサイネージについては、館内、館外の情報発信。
（2） 国・他県の状況

・各館、テーマを定めて展示のリニューアルを実施している。
　(ex)三重県立総合博物館　H19(2007)閉鎖し、新しく建設。H26(2014)「三重が持つ多様性の力」をテーマに全面リニューアルオープン。
　(ex)福井県立歴史博物館　H14(2002)休館し、展示のすべてを入れ替え、H15(2003)「ふくいのモノとモノづくり」をテーマにリニューアルオープン。
　(ex)岐阜市歴史博物館　H6(1994)休館し、H7(1995)リニューアルオープン。
　　　戦国ワンダーランドと称する楽市楽座の様子を原寸大復元した展示が目玉。来年１月、「麒麟がくる　岐阜大河ドラマ館」オープン予定（常設展示を改修）。
・デジタルサイネージについては名古屋市科学館３台、三重県総合博物館１台等、各県多数設置済み。
（3） 後年度の財政負担

・設備の維持管理、研究動向を反映させるための小規模な更新は今後も必要であるが、規模の大きなリニューアルは、全館規模のリニューアルを見据えて計画的に進める
・デジタルサイネージ関係はなし。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　令和２年の関ケ原古戦場記念館開館に合わせ、常設の人文展示室内の中世・近世エリアにおいて、関ヶ原合戦を中心に岐阜の戦国に関する展示の充実を図り、県民の方々に十分な学習情報の提供を行う。合わせてデジタルサイネージを導入し、わかり易く質の高い案内、情報提供を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	博物館入館者数
	249,375
（H30）
	
	
	249,375
（H30）
	250,000

（R2）
	99.7％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　○

	令和２年の関ケ原古戦場記念館開館や岐阜ゆかりの明智光秀を主人公にした大河ドラマ放映決定など、現在、岐阜の戦国から関ヶ原の時期は県内外からかつてない注目が集まり、県民の学習意欲も高い状況である。この機に、関ヶ原合戦と岐阜の戦国に関する資料を充実させることは、県民の学習意欲の方向に沿うものであり、同時に県外から観覧者に対しても十分なサービスを提供することができると考えられ、この事業の必要性は高い。
また、来館者への案内、情報発信の強化は、博物館の魅力向上のため必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)
	資料購入は関ケ原古戦場記念館と連絡を密にとりながら行う


（今後の課題）

	・　事業が直面する課題や改善が必要な事項
関ヶ原合戦関連の資料について良質な資料をタイミングよく購入するために日頃から情報収集を行う必要がある。またデジタルサイネージについては、効果的な案内や情報発信のため、ソフトを充実させる必要がある。


（次年度の方向性）
	・　継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
リニューアルする展示を使い、関ヶ原古戦場記念館との連携を図りながら良質の資料を継続して購入し来館者の利便性と博物館の魅力の向上を図る必要がある。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


